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一
　
公
共
事
業
と
地
域

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
か
ら
話
を
進
め

た
い
。
信
州
松
本
の
地
で
大
学
生
活
を

送
っ
て
い
た
頃
、
哲
学
や
文
学
、
経
済
な

ど
多
く
の
古
典
を
集
中
し
て
読
ん
だ
。
そ

の
な
か
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本

論
』
が
あ
り
、
哲
学
者
の
渡
辺
義
晴
先
生

の
「
輪
読
会
」
に
も
参
加
し
た
。
と
に
か

く
難
解
な
書
物
で
あ
っ
た
が
、
何
回
か
読

む
う
ち
に
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

『
資
本
論
』
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
時

に
、
た
ま
た
ま
松
本
の
古
本
屋
（
確
か
お

城
の
近
く
）
の
棚
に
宮
本
憲
一
『
社
会
資

本
論
』を
見
つ
け
た
。『
資
本
論
』の
前
に

「
社
会
」と
い
う
言
葉
が
つ
く
変
わ
っ
た
本

な
の
で
手
に
取
っ
て
み
た
。
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
と
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
公
共
事
業

と
地
域
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
な
ん
だ

か
引
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ

の
本
と
の
偶
然
の
出
会
い
が
、
私
の
そ
の

後
の
人
生
を
方
向
づ
け
た
。『
社
会
資
本

論
』
は
一
九
六
七
年
に
有
斐
閣
か
ら
初
版

が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
三
年
後
あ
た
り
に

出
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
関
心

を
も
っ
た
の
が
、
両
大
戦
間
ア
メ
リ
カ
の

公
共
事
業
、
戦
後
日
本
の
社
会
資
本
充
実

政
策
批
判
、
都
市
化
と
都
市
問
題
な
ど
の

章
で
あ
っ
た
。

卒
業
と
と
も
に
大
阪
に
移
っ
た
。『
社
会

資
本
論
』
の
著
者
で
あ
る
宮
本
憲
一
先
生

の
も
と
で
研
究
し
た
か
っ
た
の
で
、
大
阪

市
立
大
学
の
近
く
に
下
宿
し
て
、
大
学
院

の
ゼ
ミ
を
聴
講
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
二
年

間
の「
浪
人
生
活
」を
経
て
、大
阪
市
大
大

学
院
経
営
学
研
究
科
に
入
学
で
き
た
。
修

士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
や
は
り
『
社
会
資

本
論
』
の
影
響
を
受
け
て
「
両
大
戦
間
ア

メ
リ
カ
の
公
共
事
業
」と
し
た
。
ジ
ョ
ン・

モ
ー
リ
ス・ク
ラ
ー
ク
の『
公
共
事
業
計
画

化
の
経
済
学
』
な
ど
を
読
み
、
一
九
二
〇

年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市
・
地
域
計

画
、
一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

期
の
景
気
対
策
に
焦
点
を
あ
て
公
共
事
業

を
分
析
し
た
。

こ
の
当
時
、
宮
本
先
生
を
代
表
と
し
て

関
西
の
研
究
者
を
中
心
に
地
域
自
治
体
問

題
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
学
際
的
な
共
同

研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
共
同
研
究
の

成
果
は
『
大
都
市
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
大

阪
』『
公
害
都
市
の
再
生
・
水
俣
』『
開
発

と
自
治
の
展
望
・
沖
縄
』
筑
摩
書
房
の
三

部
作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
修
士
論
文
に

追
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
部
作
の
執
筆

に
は
加
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
科
学
研
究
費

な
ど
研
究
会
の
事
務
を
長
ら
く
務
め
た
。

堺
・
泉
北
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
研
究
の
一

環
と
し
て
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
等

編『
堺
市
政
白
書
』が
刊
行
さ
れ
た
が
、最

初
の
著
書
論
文
と
し
て
「
開
発
優
先
の
堺

市
財
政
」
を
共
同
執
筆
し
た
。
地
域
の
調

査
研
究
と
し
て
は
、
大
阪
空
港
騒
音
訴
訟

や
神
戸
市
の
行
財
政
分
析
な
ど
が
あ
る
。

一
九
七
六
年
に
『
社
会
資
本
論
』
改
訂

版
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
関
わ
り
行

政
投
資
実
績
の
統
計
作
成
を
お
手
伝
い
し

た
。
あ
と
が
き
に
私
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
。
膨
大
な
統
計
を
電
卓
に
よ
り
再
集

特
別
寄
稿
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を
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計
す
る
も
の
で
あ
り
、
骨
の
折
れ
る
作
業

で
あ
っ
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
集
計
ミ

ス
が
あ
り
先
生
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
毎
年
公

表
さ
れ
る
都
道
府
県
別
の
行
政
投
資
実
績

は
、
そ
の
後
の
戦
後
日
本
の
公
共
事
業
研

究
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
た
。
電
卓
か

ら
パ
ソ
コ
ン
へ
、
学
生
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
行
政
投
資
実
績
の
集
計
・
整

理
を
続
け
て
い
っ
た
。

運
よ
く
名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
に

就
職
が
決
ま
り
、
地
域
研
究
の
軸
足
が
名

古
屋
市
や
東
海
圏
に
移
っ
た
。
就
職
し
た

一
九
七
九
年
頃
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

を
め
ぐ
っ
て
名
古
屋
は
揺
れ
動
い
て
い

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
名
古
屋
市
基
本
計

画
に
関
わ
ら
せ
て
、
名
古
屋
市
行
財
政
の

分
析
を
進
め
た
。
そ
の
中
間
的
な
ま
と
め

を
東
海
自
治
体
問
題
研
究
所
編
『
名
古
屋

市
政
の
現
実
と
可
能
性
』
一
九
八
〇
年
に

掲
載
し
た
。
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集

四
〇
号
「
こ
れ
か
ら
の
大
都
市
／
大
都
市

点
検
」
一
九
八
五
年
に
お
い
て
、
名
古
屋

市
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

短
大
の
「
国
内
留
学
」
の
制
度
に
よ
り

大
阪
市
大
で
研
究
留
学
し
て
い
た
頃
に
編

集
作
業
に
加
わ
り
、
一
九
八
二
年
に
発
行

さ
れ
た
の
が
宮
本
憲
一
・
山
田
明
編
『
公

共
事
業
と
現
代
資
本
主
義
』
垣
内
出
版
で

あ
る
。
第
三
章
「
公
共
事
業
と
大
都
市
財

政
の
危
機
」
と
終
章
「
社
会
資
本
充
実
政

策
の
危
機
と
今
後
の
展
望
」（
共
同
執
筆
）

を
担
当
し
た
。
終
章
の
最
後
で
宮
本
先
生

が
「
公
共
事
業
が
巨
大
な
土
建
資
本
と
中

央
政
府
の
独
占
物
で
あ
る
こ
と
を
や
め

て
、
真
の
公
共
性
＝
共
同
性
の
事
業
と
な

る
こ
と
が
、
民
主
的
な
行
政
改
革
の
第
一

歩
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
公
共
事
業
研
究
の
指
針
と
な
る
指
摘

で
あ
っ
た
。
若
輩
な
が
ら
、
こ
の
本
の
共

編
者
と
な
っ
た
経
緯
は
、
宮
本
先
生
執
筆

の
「
は
じ
め
に
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。　

短
大
時
代
に
思
い
出
に
残
る
仕
事
と
し

て
、
日
本
福
祉
大
学
を
中
心
と
し
た
地
域

構
造
研
究
会
に
よ
る
ト
ヨ
タ
研
究
が
あ

る
。
そ
の
成
果
は『
ト
ヨ
タ
と
地
域
社
会
』

大
月
書
店
、
一
九
八
七
年
と
し
て
公
刊
さ

れ
て
お
り
、「
生
活
問
題・地
域
問
題
と
社

会
資
本
」「『
企
業
城
下
町
』
に
お
け
る
自

治
体
・
公
務
労
働
」
を
執
筆
し
た
。
日
本

生
命
財
団
助
成
の
共
同
研
究
に
も
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
そ
の
成
果
で
あ
る
柴
田
徳

衛
編
『
二
十
一
世
紀
へ
の
大
都
市
像
』
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
の
第
二
章

Ⅲ
「
産
業
構
造
の
変
化
と
『
成
熟
都
市
』

大
阪
の
財
政
問
題
」
を
分
担
執
筆
し
た
。

さ
ら
に
池
上
惇
・
林
健
久
・
淡
路
剛
久
編

『
二
十
一
世
紀
へ
の
政
治
経
済
学
』
有
斐

閣
、一
九
九
一
年
も
思
い
出
に
残
る
。こ
れ

は
宮
本
先
生
の
還
暦
記
念
と
し
て
出
版
さ

れ
た
本
で
あ
り
、第
三
章「
産
業
構
造
転
換

と
社
会
資
本
」
を
担
当
し
た
。
一
九
八
〇

年
代
の
民
営
化
・
民
活
の
光
と
影
に
つ
い

て
、
公
共
事
業
と
社
会
資
本
に
即
し
て
検

討
し
た
論
文
で
あ
り
、
名
古
屋
や
大
阪
の

地
域
研
究
の
成
果
を
反
映
さ
せ
た
。

名
古
屋
市
立
大
学
に
移
っ
た
頃
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
の
時
代
で
あ
り
、
借
金
に
依
存

し
て
公
共
事
業
が
急
膨
張
を
続
け
た
。
愛

知
県
に
お
い
て
も
、
中
部
新
空
港
や
愛
知

万
博
と
い
っ
た
国
家
的
な
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
構
想
さ
れ
、
地
元
負
担
膨
張

の
構
図
に
よ
り
財
政
危
機
を
招
い
た
。
こ

う
し
た
開
発
財
政
の
検
証
を
含
め
て
、
公

共
事
業
と
地
域
研
究
の
成
果
を
と
り
ま
と

め
た
の
が
『
公
共
事
業
と
財
政
』
高
菅
出

版
、
二
〇
〇
三
年
で
あ
る
。
最
初
の
単
著

で
あ
り
、
目
次
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

序
「
問
題
の
所
在
」、第
一
章
「
一
九
八
〇

年
代
ま
で
の
理
論
と
実
態
」、第
二
章
「
公

共
投
資
と
社
会
資
本
整
備
の
地
域
展
開
」、

第
三
章
「
一
九
九
〇
年
代
の
公
共
投
資
と

地
方
財
政
危
機
」、第
四
章
「
地
域
開
発
と

公
共
事
業
」、
第
五
章
「『
構
造
改
革
』
と

公
共
事
業
」
で
あ
る
。
第
四
章
で
愛
知
県

の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
財
政
危
機
を

扱
っ
て
い
る
。
第
五
章
は
小
泉
「
構
造
改

革
」
の
中
間
的
な
検
証
で
あ
り
、
地
方
制

度
再
編
や
都
市
再
生
な
ど
、
そ
の
後
の
研

究
を
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
　
こ
こ
一
〇
年
余
り
の
地
域
研
究

研
究
と
教
育
の
両
面
に
お
い
て
、
表
題

の
よ
う
に
「
地
域
か
ら
現
代
社
会
を
考
え

る
」
こ
と
を
意
識
的
に
追
求
す
る
よ
う
心
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掛
け
て
き
た
。
主
な
地
域
研
究
と
し
て
次

の
四
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、市
町
村
合
併
と
自
治
体
自
立
、

道
州
制
構
想
で
あ
る
。
地
方
分
権
の
「
受

け
皿
」と
し
て
市
町
村
合
併
が
提
起
さ
れ
、

『
公
共
事
業
と
財
政
』第
四
章
で
概
観
し
た

よ
う
に
、
小
泉
「
構
造
改
革
」
の
も
と
で

本
格
的
に
推
進
さ
れ
た
。
東
海
自
治
体
問

題
研
究
所
市
町
村
合
併
研
究
会
（
代
表
：

山
田
公
平
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
を

二
〇
〇
一
年
一
一
月
に
設
立
し
、
長
ら
く

事
務
局
長
を
務
め
た
。
毎
月
定
例
研
究
会

を
大
学
（
六
〇
二
セ
ミ
ナ
ー
室
）
で
開
催

し
て
、
東
海
三
県
の
合
併
の
進
捗
状
況
な

ど
を
調
査
し
検
討
し
て
き
た
。
二
〇
〇
二

年
六
月
に
そ
の
中
間
報
告
を
『
こ
れ
で
い

い
の
か
！
市
町
村
合
併
』
と
い
う
冊
子
に

ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
研
究
成

果
を
『
市
町
村
合
併
と
自
治
体
自
立
へ
の

展
望
』
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
〇
三
年
六

月
と
し
て
刊
行
し
た
。

一
〇
年
に
及
ぶ
平
成
の
大
合
併
は
、
東

海
三
県
の
自
治
体
の
地
図
を
大
き
く
塗
り

替
え
た
。
合
併
は
よ
う
や
く「
一
区
切
り
」

と
さ
れ
終
息
に
向
か
っ
た
が
、
道
州
制
構

想
は
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
う

し
た
状
況
の
も
と
で
二
〇
〇
九
年
六
月
に

『
合
併
を
超
え
て
自
治
体
自
立
へ　

東
海

地
域
の
市
町
村
合
併
・
自
立
と
道
州
制
構

想
』
と
い
う
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。

三
重
県
朝
日
町
で
開
催
さ
れ
る
「
小
さ
く

て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
間
に

合
わ
せ
よ
う
と
、
事
務
局
と
し
て
必
死
に

取
り
組
ん
だ
。
こ
の
報
告
書
で
忘
れ
ら
れ

な
い
の
は
、
朝
日
町
の
田
代
兼
二
郎
町
長

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
町
の
将
来

を
見
据
え
、
住
民
と
一
緒
に
自
立
の
ま
ち

づ
く
り
に
着
手
し
て
い
る
朝
日
町
に
出
か

け
、
長
時
間
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
報
告
書
に
収
録
し
た
。

第
二
に
、
名
古
屋
市
の
行
財
政
研
究
の

継
続
と
河
村
流
「
市
民
税
減
税
」
の
批
判

的
な
検
証
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
四
月
、

河
村
た
か
し
氏
が
過
去
最
多
の
得
票
を
獲

得
し
て
名
古
屋
市
長
の
座
に
つ
い
た
。
河

村
「
市
政
改
革
」
が
展
開
さ
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
研
究
会
を
組
織
し
て
、「
名
古
屋
市

の
税
・
財
政
の
実
態
と
あ
り
方
」
研
究
グ

ル
ー
プ
報
告
書
、『
大
都
市
自
治
の
新
展

開　
名
古
屋
か
ら
の
発
信
』
自
治
体
研
究

社
、
二
〇
一
二
年
を
発
行
し
て
き
た
。
ま

た
、『
自
治
体
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
問
う　
大

阪
維
新
改
革
・
河
村
流
減
税
の
投
げ
か
け

る
も
の
』
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
一
二
年

に
お
い
て
、
第
七
章
「
名
古
屋
市
の
『
河

村
流
減
税
』
の
検
証
」
を
担
当
し
た
。
自

治
体
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、
橋

下
「
大
阪
維
新
」
と
大
阪
都
構
想
に
注
目

し
て
情
報
収
集
な
ど
に
努
め
て
き
た
。
大

阪
都
構
想
と
と
も
に
、
わ
が
母
校
で
あ
る

大
阪
市
立
大
学
の
行
方
が
大
い
に
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

河
村
流
減
税
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二

年
一
一
月
に
南
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
民

主
主
義
科
学
者
協
会
法
律
部
会（
民
科
）学

術
総
会
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
と
地
方
自
治
」
に
お
い
て
、「
名

古
屋
の
市
民
税
減
税
と
行
政
改
革
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
報
告
し
た
。
こ
の
報
告
は
一

部
修
正
し
て
、『
法
の
科
学
』
第
四
四
号
、

二
〇
一
三
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
民
科

で
記
憶
に
残
る
の
が
、
二
〇
〇
七
年
三
月

に
犬
山
で
開
催
さ
れ
た
春
合
宿
に
お
い

て
、
現
地
企
画
と
し
て
「
名
古
屋
の
光
と

陰
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
組
ま
れ
、
地
元
か

ら
中
部
の
環
境
を
考
え
る
会
事
務
局
長
の

田
中
紀
子
さ
ん
と
私
が
話
し
た
。
愛
知
万

博
の
光
と
陰
を
鋭
く
報
告
し
た
田
中
さ
ん

が
急
逝
さ
れ
、
会
報
『
環
境
と
創
造
』
に

追
悼
文
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
中
部
の

環
境
を
考
え
る
会
の
世
話
人
を
長
く
続
け

て
お
り
、
足
も
と
の
地
域
か
ら
環
境
問
題

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
。

第
三
に
、
名
古
屋
都
市
圏
な
い
し
東
海

圏
の
共
同
研
究
で
あ
る
。
東
海
自
治
体
問

題
研
究
所
で
は
一
〇
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、一
九
八
七
年
に『
都
市
圏
の
構
造
と
課

題　
名
古
屋
都
市
圏
』
を
発
行
し
て
い
る

が
、
四
〇
周
年
事
業
と
し
て
『
大
都
市
圏

の
構
造
変
化　
東
海
か
ら
の
発
信
』
を
自

治
体
研
究
社
か
ら
刊
行
し
た
。
両
者
と
も

編
集
事
務
に
携
わ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
後

者
は
編
集
・
印
刷
か
ら
校
正
ま
で
関
わ
っ

た
。
本
書
の
第
一
章
「
東
海
圏
研
究
の
今

日
的
意
義
と
課
題
」
と
「
は
じ
め
に
」「
あ

と
が
き
」
を
執
筆
し
て
い
る
。「
あ
と
が
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き
」
の
な
か
で
、「
今
あ
ら
た
め
て
『
三・

一
一
』
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら

学
び
な
が
ら
、
足
も
と
か
ら
維
持
可
能
な

地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

「
三・一
一
の
衝
撃
」
に
つ
い
て
も
簡
単

に
記
し
て
お
き
た
い
。
巨
大
地
震
と
大
津

波
、
そ
し
て
人
災
で
あ
る
福
島
第
一
原
発

の
過
酷
事
故
に
よ
り
、
い
ま
だ
多
く
の
人

た
ち
が
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。
と
に

か
く
震
災
や
原
発
関
係
の
本
や
雑
誌
な
ど

を
買
い
集
め
、
時
間
軸
と
空
間
軸
と
い
う

視
点
か
ら
問
題
状
況
を
整
理
し
た
。
な
か

な
か
現
地
に
行
け
な
か
っ
た
が
、
石
巻

や
宮
古
（
田
老
）、
東
松
島
（
野
蒜
）
な

ど
を
訪
ね
た
。
現
地
の
「
空
気
」
に
触
れ

て
、
震
災
を
す
こ
し
で
も
実
感
し
よ
う
と

し
た
。
学
生
た
ち
に
も
現
地
へ
行
く
よ
う

に
講
義
な
ど
で
呼
び
か
け
た
。
震
災
に
つ

い
て
は
『
環
境
と
創
造
』
に
レ
ポ
ー
ト
を

書
い
た
り
、
研
究
紀
要
な
ど
に
論
文
を
書

い
た
り
し
た
。
講
義
や
実
習
に
つ
い
て
は

後
述
し
た
い
。

第
四
は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
研
究
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
大
学
教

育
の
な
か
で
説
明
し
た
い
。

三
　
大
学
教
育
と
地
域

短
大
時
代
か
ら
教
育
面
で
心
掛
け
て
き

た
の
は
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
講

義
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
講
義
を
通
じ

て
、
学
生
の
問
題
関
心
を
引
き
出
す
た
め

に
も
、
映
像
も
使
い
な
が
ら
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
足
も
と
の
地
域
の
事
例
を
紹
介
す
る
よ

う
に
し
て
き
た
。

人
文
社
会
学
部
で
担
当
し
た
講
義
科
目

は
、
現
代
都
市
問
題
・
地
域
政
策
論
・
地

方
財
政
論
・
問
題
認
識
特
別
講
義
・
持
続

可
能
な
日
本
社
会
論
・
総
合
科
目
「
名
古

屋
と
観
光
」・
社
会
調
査
実
習
な
ど
で
あ

る
。現
代
都
市
問
題
や
地
域
政
策
論
で
は
、

東
海
三
県
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
問
題
の
所
在
と
解
決
に
向
け
た
政
策

方
向
を
提
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
地
方
財

政
論
に
お
い
て
も
、
歴
史
や
制
度
解
説
に

と
ど
ま
ら
ず
、
愛
知
県
や
名
古
屋
市
な
ど

の
地
元
自
治
体
の
財
政
状
況
を
解
説
し
て

き
た
。
最
近
で
は
講
義
中
盤
に
「
ミ
ニ
レ

ポ
ー
ト
」
を
提
出
さ
せ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
学
生

か
ら
は
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。
東
海
三
県

を
中
心
と
し
た
都
市
や
地
域
の
諸
問
題
と

解
決
策
、「
財
政
分
析
」
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
私
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

千
葉
大
学
の
広
井
良
典
氏
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
あ
っ
て
若
者
の
ロ
ー
カ
ル
志

向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
日
本
や
地
域
社
会

を「
救
う
」萌
芽
的
な
動
き
と
見
る
べ
き
と

す
る
。
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。
我
が
人

文
社
会
学
部
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
政
策
に
関
心
を
も
つ
学
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
卒
論

を
見
て
も
、
こ
こ
数
年
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
再
生
、
環
境
再
生
な
ど
の
テ
ー
マ
が
増

え
て
い
る
。
現
代
社
会
学
科
の
「
看
板
講

義
」
に
社
会
調
査
実
習
が
あ
り
、
最
初
か

ら
担
当
し
て
き
た
。
大
学
と
地
域
と
の
関

係
、
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も

貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
人
文
社
会
学
部

編
『
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
大
学
』
の
コ
ラ
ム
に
も
書

い
た
が
、「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
」
を
つ

く
る
教
育
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

社
会
調
査
実
習
は
年
度
初
め
に
テ
ー
マ

を
提
示
し
て
、
希
望
す
る
学
生
を
集
め
て

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
一
年
近
く
か
け
て

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
に

ま
と
め
る
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
師
に

と
っ
て
も
ハ
ー
ド
な
講
義
で
あ
る
。
テ
ー

マ
と
し
て
は
商
店
街
、
市
町
村
合
併
、
観

光
、
防
災
な
ど
を
提
示
し
て
き
た
が
、
毎

年
一
〇
人
前
後
の
学
生
が
参
加
し
て
く
れ

た
。商

店
街
で
は
大
須
商
店
街
、
円
頓
寺
商

店
街
、
そ
し
て
大
学
近
く
の
博
物
館
前
と

滝
子
商
店
街
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
七
夕

祭
り
で
有
名
な
円
頓
寺
は
、
か
つ
て
の
賑

わ
い
が
嘘
の
よ
う
に「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」

化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
商
店
主
た
ち
と
西
区

役
所
な
ど
の
協
力
に
よ
り
調
査
を
進
め
、

現
地
で
調
査
報
告
会
を
実
施
し
た
こ
と
が

思
い
起
こ
さ
れ
る
。
博
物
館
前
商
店
街
も

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
商
店

街
か
ら
も
注
目
を
集
め
た
。
大
学
の
教
室

で
商
店
主
を
招
い
て
調
査
報
告
会
を
行
っ



70

た
。円
頓
寺
と
滝
子
商
店
街
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
取
材
し
て
、

「
商
店
街
を
ど
う
し
よ
う
て
ん
が
い
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
放
映
し
て
く
れ
た
。
観
光

に
つ
い
て
は
、
栄
や
大
須
な
ど
の
都
心
観

光
、
都
市
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
藤

前
干
潟
や
東
山
の
森
な
ど
を
調
査
し
た
。

歴
史
観
光
と
し
て
、
文
化
の
み
ち
や
四
間

道
、
有
松
な
ど
を
調
査
し
た
。

「
三・一
一
」
の
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
ま

で
の
観
光
か
ら
急
き
ょ
災
害
に
テ
ー
マ
を

変
更
し
て
調
査
を
実
施
し
て
三
年
に
な

る
。
二
〇
一
一・
一
二
年
度
は
「
東
日
本

大
震
災
と
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
事
例

の
調
査
を
行
っ
た
。
三
年
目
の
今
年
度

は
、
中
村
区
と
名
古
屋
駅
地
区
に
対
象
を

し
ぼ
っ
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。「
公
助
・
共
助
・
自
助
」
と

い
う
視
点
か
ら
、
自
治
体
と
企
業
・
住
民

な
ど
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
さ
ぐ
っ
て

い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
と
り
わ
け
名
駅
地
区

の
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
、
帰
宅
困
難

者
問
題
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

名
古
屋
市
市
民
経
済
局
か
ら
の
依
頼

を
受
け
、
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
人
文
社
会
学
部
に

「
観
光
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。
大
学
が
法
人
化
す
る
時
で
あ
り
、

学
部
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
に
名
乗
り
出
た
。

観
光
研
究
を
講
義
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、

一
〇
月
か
ら
は
「
名
古
屋
の
歴
史・文
化・

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
」（
略
称　
名
古
屋
と

観
光
）
と
い
う
総
合
科
目
を
開
設
し
て
、

八
年
に
わ
た
り
講
義
を
続
け
て
き
た
。
こ

の
講
義
は
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
二
〇
数

名
が
聴
講
生
と
し
て
受
講
し
た
。
学
部
で

い
ち
ば
ん
大
き
な
教
室
が
満
員
に
な
る
ほ

ど
盛
況
で
あ
り
、
最
初
か
ら
講
師
を
担
当

し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
の
須
田
寛
先

生
の
講
義
を
は
じ
め
、
受
講
者
か
ら
好
評

で
あ
る
。
一
昨
年
の
講
義
か
ら
、
観
光
業

界
と
名
古
屋
市
役
所
の
観
光
推
進
室
に
勤

め
る
学
部
（
ゼ
ミ
）
卒
業
生
に
話
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。

七
年
余
に
わ
た
る
観
光
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
、山
田
明・

吉
田
一
彦
編『
名
古
屋
の
観
光
力
―
歴
史・

文
化
・
ま
ち
づ
く
り
か
ら
の
ま
な
ざ
し
』

風
媒
社
、
二
〇
一
三
年
九
月
で
あ
る
。
こ

れ
は
講
義
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
大
学
院

生
や
修
了
生
、
学
部
生
も
コ
ラ
ム
を
執
筆

し
て
い
る
。「
顔
の
な
い
都
市
か
ら
、ゆ
た

か
な
文
化
の
ま
ち
へ
」、
観
光
都
市
・
名

古
屋
の
可
能
性
を
多
角
的
に
さ
ぐ
っ
て
お

り
、
名
古
屋
市
な
ど
の
観
光
担
当
者
か
ら

も
評
判
が
良
い
よ
う
だ
。
な
お
、
観
光
の

教
育
・
研
究
の
成
果
が
名
古
屋
市
か
ら
認

め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
が
名
古
屋
市

観
光
戦
略
研
究
会
の
座
長
を
務
め
、
名
古

屋
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
関
わ
っ

た
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

四
　
ま
と
め
に
か
え
て

こ
う
し
て
大
学
と
大
学
院
の
時
代
、
そ

し
て
大
学
教
員
と
し
て
の
三
五
年
の
歳
月

を
研
究
教
育
か
ら
振
り
返
る
と
、「
地
域

か
ら
現
代
社
会
を
考
え
る
」
と
い
う
表
題

の
テ
ー
マ
に
集
約
さ
れ
る
。
地
域
研
究
に

関
心
を
抱
い
た
の
は
、
最
初
に
も
書
い
た

よ
う
に
『
社
会
資
本
論
』
と
の
出
会
い
で

あ
っ
た
。

そ
れ
と
柴
田
徳
衛・宮
本
憲
一『
地
方
財

政
』有
斐
閣
の
扉
に
書
か
れ
て
い
た「
足
も

と
を
掘
れ
、
そ
こ
に
泉
が
わ
く
」
と
い
う

言
葉
に
引
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
詩
「
ひ
る
む
な　
足
も
と
深

く
掘
れ
ば
泉
！　
痴
人
は
い
う
＂
そ
こ
は

―
地
獄
＂」に
よ
る
。
こ
の
言
葉
を
勝
手
に

私
の
地
域
研
究
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え

て
、
論
文
や
講
義
な
ど
で
も
引
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
宮
本
憲
一
先
生
も
一
九
九
三

年
二
月
二
日
の
大
阪
市
立
大
学
「
退
官
記

念
講
演
」
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
で
締
め

く
く
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
地
道
に「
足
も
と
を
掘
れ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
揺
れ
動
く
現
代
社

会
を
地
域
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。　


